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2 年次 課題レポート  

   

● 2 年次 研修課題レポート   下記の全課題についてレポートを作成・提出のこと。 

 

課題  １ 

① 1年間に受けた理論講義の中から、自分が最も印象を受けた事柄について、その内容の概要をまとめる。 

② ①について、自分が講義を受け感じたこと・自分の考えるところについて自由に書きなさい。 

 

課題 ２ 

 ① 現在、小学校で問題視されている様々な事象について調べなさい。 

② ①を調べる前と調べた後の自分の認識の違いを考察しなさい。 

③ そして、①の問題の解決を目指すには、これから自分がどのように子どもと接すればよいのか、保育に 

おける可能な具体的取り組みと、その根拠となる自分自身の意見を述べなさい。 

 

課題 ３ 

 ① 自分の勤める園の、モンテッソーリ教育への取り組みと変遷について取材し、概要をまとめなさい。 

② モンテッソーリ教員としての自らには、何が求められているかを取材した上で、さらに考察しなさい。 

③ 園における自分の役割について、保育に取り組みながら考察したことを述べなさい。 

④ 最後に自分の園の保育における役割だけに終始せず、これから社会と自らがどのように関わりを持とうと

考えるのか、自らは社会・世界にどのような貢献ができるのかを、モンテッソーリ教員としての視点から、 

  自由に論じなさい。 

  

課題  ４  

コースで教科書として使用した『やさしい解説・ﾓﾝﾃｯｿｰﾘ教育』を読み直し、各章を１章 400字で要約し、 

全 11章をまとめて綴じて提出しなさい。 

     

課題 ５ 

園又は家庭において、２才児の観察を①～④のうちのいずれかの方法を選択して行い、観察レポートに 

まとめなさい。（レポートには、対象児の年齢・性別・観察・時間などを必ず併記すること） 

①  3日間連続観察：１日に、30分間ずつ、時間を区切って３度行う 

②  5日間連続観察：1日に、1回 60分間行う  

③  1ヵ月のうち、連続しない日を 5日分、1回 60分間行う 

④  課題を決めて、子どもの様子を数日間連続観察し、5時間分の観察記録にまとめる 

 

 

○  博物館・美術館 訪問ﾚﾎﾟｰﾄ  訪問し、調べた内容についてレポートを作成・提出のこと。 

    自分の住んでいる地域近郊の博物館、もしくは美術館を訪れ、下記内容をまとめなさい。 

    １）博物館・美術館の概要 … 成り立ちの経緯、歴史、テーマ、大切にしていることなど 

（できれば館関係者・学芸員などに、直接インタビューを行う、パンフレットなどの丸写し不可） 

    ２）自分が観覧したものについて 

       ・観覧に選んだ理由 

       ・展示内容の概要と、自分が特に印象に残った展示物の詳細 

       ・観覧後の感想 

    ３）子どもと共にそこを訪れるとしたら、どのようなテーマのもとに、どのような取り組みを 

      行いたいか、そのためにはどのような準備が必要か、訪問プランを作成しなさい。 

 

注意事項 ： インターネットの使用は、検索と参照の程度にとどめること 

 



  

● 課題レポート作成・提出 要項  

レポート作成方法 ： 

 

① 使用紙  すべて A4サイズに揃える 

   ・博物館・美術館ﾚﾎﾟｰﾄ … 特に形式を定めない（資料の丸写しは不可、参考文献の出典を明記） 

・ 課題１～4 … 原稿用紙使用のこと 

・ 課題 5 … 観察記録用紙は、見やすいものであれば自由に作成してよい 

 

② 本文 2000字以上 ～ 4000字以内 （博物館・美術館レポートは 3000字以上、上限は定めない） 

・鉛筆・修正液の使用は認めない 

   ・黒インクのペン・または、パソコンにて文書の作成を行うこと 

 

③ 綴じ方  順番を確認して、ホッチキスか紐を使用のこと（クリップは不可） 

 

 

提出方法 ： 郵送の場合、普通郵便でもよいがセンタ－に届かない場合、受領証がなければ未提出とみなす     

 

提出先 ： 九州幼児教育センター 事務局（御中） 

      〒811-3425  宗像市日の里7丁目 21－4   ※ 研修課題在中と明記のこと 

 

提出期限 ： 別紙に記載の通り 

  

 

 

注意 ： 万が一の未配達に備えて、提出分のレポートは必ずコピーを手元に保管するようにしてください。 

     郵便事故などでの紛失の場合は、救済措置としてコピーでの提出を求める場合があります。 


